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1990年代前半に始まったDVDの開発は、それまでのAV機器と異なり、コンテ
ンツ側（主に映画産業）の意見をより重視してフォーマット化を進めると
いう、いわゆる「ソフト・ドリブン」な方向で進行した。東芝はこの開発
を主導し、フォーマットの取りまとめや、コンテンツ作成のための装置か
らプレーヤ実現・基幹部品の開発などを並行して進め、1996年11月に世界
初の家庭用DVDプレーヤを発売した。具体的にはMPEG2エンコーダシステ
ム、MPEG2デコード用LSI、二焦点光学ピックアップなどを揃えた。本機は
世界初のDVDプレーヤの一つであり、その後のDVD発展の幕開けを告げる記
念碑的な機種として重要である。

一－ロ（国際的に見て日本の科学技術発展の独自性を示すもの）
二－イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）
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